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基準３ 教員及び教育支援者等 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点に係る状況） 

「Ⅱ 目的」を達成するため、一般科目には経歴や適正に応じた教育科目を担当する専任教員25名、

非常勤講師３名を配置しており、専任教員数は高等専門学校設置基準を満たしている（資料３－１－

①－１：一般教員配置状況H24）。 

 

資料３－１－①－１ 

一般教員配置状況 H24 

単位：人

所属 教授 准教授 講師 助教 計

電気電子工学科 5 1 4 10

機械工学科 7 2 1 10

グローバル情報工学科 3 5 2 1 11

一般科目 10 6 5 4 25

非常勤講師 10

兼任講師 5

計 25 14 12 5 71
 

（出典 教員会議資料） 
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卒業時に身につけるべき学力や資質・能力の一つに国際性を挙げているため、その実現に向け、英

語科目には英語圏出身のネイティブ・スピーカーで、英語を母国語としない人たち向けの英語教授法

（Teaching of English to Speakers of Other Languages:TESOL）の修士課程を修了した教員を採用

することに努めている（資料３－１－①－２：一般科目教員配置）。また英語科目は１クラス15名程

度の少人数教育を行えるように配置している（資料３－１－①－３：時間割）。 

 

資料３－１－①－２ 

一般科目教員配置 

職名 氏名 学位 専門分野 担当科目 備考

向井　守 修士（語学） 英語、TESOL 総合英語、世界事情、日本文化 有(企)、副校長

大原しのぶ（Ｆ） 修士（語学） 英語、TESOL
総合英語、世界事情、英語総合技能、国
際英語コミュニケーション、英語資格技術

大崎　冨雄 修士（文学） 国語、倫理 国語、倫理、日本語スキルズ

D．ゲイロード（Ｆ） 修士（語学） 英語、TESOL 米国留学中

壽時　廣 修士（語学） 英語 療養中

高橋　丈雄 工学博士 機械工学
応用物理、（流体力学、エンジニアリング
マネージメントb）

有（公）

瀧本　明弘 修士（教育） 体育 保険体育、

中泉　俊一 学士（数学） 数学 基礎数学、線形代数 有（高教）

原　孝美（Ｆ） 修士（教育） 化学 物理・化学

宮田　一郎 修士（数学） 応用数学 線形代数、応用数学 有（教）

宇都宮　隆子（Ｆ） 修士（語学） 英語、TESOL
総合 英 語、 英語 表現 技法 、 英語 コン
ピュータリテラシー、時事英語

有（大教）

木原　均 博士（情報） 情報工学 微分積分

S．イアン 修士（語学） 英語、TESOL 英語作文技法、英語スキルズ 有（大教）

中谷　亮子（Ｆ） 修士（数学） 数学 産休

松本　昇久 修士（情報） 情報工学 基礎数学、微分積分、数学特論 有（高教）

宮野　純光 修士（歴史） 社会 歴史

S．フォーブス 修士（語学） 英語、TESOL
英語スキルズ、上級英語、国際コミュニ
ケーション、

山口　真史 学士（体育） 体育 保健体育

山﨑　梓（Ｆ） 修士（文学） 英語 国語

Ｋ．ロペス（Ｆ） 修士（語学） 英語、TESOL 英語スキルズ、上級英語

野木　邦夫 修士（社会） 社会 社会科学

谷口　航 学士（工学） 土木工学 物理・化学 有（高教）

Ｎ．リー 修士（語学） 英語 英語スキルズ 有（高教）

Ｌ．ネイサン 修士（語学） 英語、TESOL
英語総合技能、英語討議技法、上級英
語、英語スキルズ

Ｌ．ニュン（Ｆ） 学士（語学） 英語
英語スキルズ、英語総合技能、上級英
語、国際コミュニケーション

有（高教）

松本　美之 学士（航空） 海洋活動 人間と自然 有（官）

菅原　光彦 学士（航空） 海洋活動 人間と自然 有（官）

花崎　有紀子（Ｆ） 修士（心理） 心理学 心理学

三宅　浩史 修士（社会） 哲学 哲学

吉本　恵律子（Ｆ） 学士(語学) 英語 総合英語、外国事情 大学

教授

非常勤講師

兼任講師

助教

准教授

講師

 

（出典 教員会議資料） 
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資料３－１－①－３ 

時間割 
月 T1 M1 G1 T2 M2 G2 T3 M3 G3 T4 M4 G4 D5 Ｍ5 C5
1 総合英語Ⅰa 歴史Ⅰ 情報処理Ⅰa 微分積分Ⅰ 機械加工Ⅱ コンピュータ演習Ⅰ 保健体育Ⅲ 創造設計Ⅲ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 社会科学Ⅱ/ 保健体育ⅣＡ／ 文化・芸術・思想ⅡＡ 電子回路Ⅱ ビークル工学a 英語作文技法

8:40 - 9:30 向井 宮野 坂倉 木原 千徳 藤澤 山口 小間・杉森・西田 Lu.Ｎ 野木／   瀧本 ／小髙 柳橋 榎本 イアン
2 歴史Ⅰ 国語Ⅰ 情報処理Ⅰa 物理・化学Ⅱ 機械加工Ⅱ コンピュータ演習Ⅰ 保健体育Ⅲ 創造設計Ⅲ 総合英語Ⅲ 社会科学Ⅱ/ 保健体育ⅣＡ／ 文化・芸術・思想ⅡＡ 電子回路Ⅱ ビークル工学a 英語作文技法

9:40 -10:30 宮野 山﨑 坂倉 谷口 千徳 藤澤 山口 小間・杉森・西田 吉本 野木／   瀧本 ／小髙 柳橋 榎本 イアン
3 総合英語Ⅰb 基礎数学Ⅰ 歴史Ⅰ 保健体育Ⅱ 情報処理Ⅱ 微分積分Ⅰ 物理・化学Ⅲ 創造設計Ⅲ ビジネスシステム 設計製図 熱工学Ⅰ 英語総合技能Ⅱ 心理学B/ デザイン概論 ／数学特論

10:40 - 11:30 大原・宇都宮 中泉 宮野 瀧本 松井 木原 原 小間・杉森・西田 館・ｿﾝｶﾞｰ 南出 天日 Le.Lu 花崎／ 小髙／ 松本昇
4 基礎数学Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 総合英語Ⅰb 保健体育Ⅱ 情報処理Ⅱ 外国事情 微分積分Ⅱ 線形代数Ⅱ ビジネスシステム 設計製図 材料力学Ⅱ 英語総合技能Ⅱ

12:10 - 13:00 松本昇 Ｌ.Ｉ.Ｎ 大原・宇都宮 瀧本 松井 吉本 木原 宮田 館・ｿﾝｶﾞｰ 南出 金井 Le.Lu
5 創造実験Ⅰ 総合英語Ⅰb 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 計測工学 線形代数Ⅰ 外国事情 コンピュータⅢ 国語Ⅲ 物理・化学Ⅲ 電子回路Ⅰ 材料力学Ⅱ システム開発演習Ⅰ 電気機器 振動工学 計算機システムⅢ

13:10 - 14:00 土地・直江・B 大原・宇都宮 Ｉ.Ｌ.Ｎ 下谷 中泉 吉本 藤島・ｵｶﾞﾜ 山﨑 原 諸谷 金井 今澤・井上 石黒 秋山 藤澤
6 創造実験Ⅰ 基礎数学Ⅱ 基礎数学Ⅰ 計測工学 物理・化学Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ コンピュータⅢ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 微分積分Ⅱ 電子回路Ⅰ 応用数学Ⅰ システム開発演習Ⅰ 電気機器 卒業研究 計算機システムⅢ

14:10 - 15:00 土地・直江・B 松本昇 中泉 下谷 谷口 I.F.Le 藤島・ｵｶﾞﾜ L.Lu.Ｎ 木原 諸谷 宮田 今澤・井上 石黒 藤澤
7 総合英語Ⅱ 総合英語Ⅱ 応用数学Ⅰ 流体力学 情報・ビジネス英語Ⅰ マルチメディア 卒業研究 メカトロニクスⅡ

15:10 - 16:00 宇都宮 向井 宮田 高橋 元木・ブルース 坂倉 田村
8 ＯＰ電気磁気学Ⅱ 流体力学 情報・ビジネス英語Ⅰ マルチメディア 卒業研究 メカトロニクスⅡ

16:10 - 17:00 表 高橋 元木・ブルース 坂倉 田村

火 T1 M1 G1 T2 M2 G2 T3 M3 G3 T4 M4 G4 D5 Ｍ5 C5
1 保健体育Ⅰ 機械加工Ⅰ 基礎数学Ⅱ 線形代数Ⅰ 国語Ⅱ 計算機システムⅠ 総合英語Ⅲ 機械材料Ⅰ 英語総合技能Ⅰa 文化・芸術・思想ⅡＢ ／保健体育ⅣB /上級英語Ⅰ 制御工学 エネルギー工学 情報工学演習Ⅱ

8:40 - 9:30 山口 杉森 松本昇 中泉 大崎 坂倉・井上 吉本 秋山 大原 小髙／   瀧本 ／ F.Lu.L.Gb 松本裕 天日 今澤・ソンガー

2 保健体育Ⅰ 機械加工Ⅰ 物理・化学Ⅰ 総合英語Ⅱ 微分積分Ⅰ 計算機システムⅠ 国語Ⅲ 機械材料Ⅰ 英語総合技能Ⅰa 文化・芸術・思想ⅡＢ ／保健体育ⅣB /上級英語Ⅰ 制御工学 エネルギー工学 情報工学演習Ⅱ

9:40 -10:30 山口 杉森 谷口 宇都宮 木原 坂倉・井上 山﨑 秋山 大原 小髙／   瀧本 ／ F.Lu.L.Gb 松本裕 天日 今澤・ソンガー

3 物理・化学Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 保健体育Ⅰ コンピュータⅡ 保健体育Ⅱ 総合英語Ⅱ 歴史Ⅱ 総合英語Ⅲ 物理・化学Ⅲ システム制御 機械工学実験Ⅰ システム制御Ⅰ 心理学A/ 倫理 ／哲学／ 上級英語Ⅱ

10:40 - 11:30 谷口 Ｌ.Ｉ.Ｎ 山口 南出・ﾎﾞﾗｼﾞ 瀧本 向井 宮野 吉本 原 藤島 金井・小間・林 田村 花崎／大崎 ／三宅／ F.Le.Gb
4 電気基礎 基礎数学Ⅱ 保健体育Ⅰ コンピュータⅡ 保健体育Ⅱ 微分積分Ⅰ 線形代数Ⅱ 国語Ⅲ 歴史Ⅱ システム制御 機械工学実験Ⅰ システム制御Ⅰ 心理学A/ 倫理 ／哲学／ 上級英語Ⅱ

12:10 - 13:00 柳橋 松本昇 山口 南出・ﾎﾞﾗｼﾞ 瀧本 木原 宮田 山﨑 宮野 藤島 金井・小間・林 田村 花崎／大崎 ／三宅／ F.Le.Gb
5 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 総合英語Ⅰa 国語Ⅰ 電気磁気学Ⅰ 物理・化学Ⅱ 線形代数Ⅰ 創造実験Ⅲ 歴史Ⅱ 微分積分Ⅱ 応用物理Ⅰ 応用数学Ⅰ 情報数学Ⅰ 数値計算 卒業研究 卒業研究

13:10 - 14:00 Ｉ.Ｌ.Ｎ 向井 山﨑 表 谷口 中泉 諸谷・土地・柳橋・Ｂ 宮野 木原 高橋 宮田 井上 藤島
6 総合英語Ⅰb 物理・化学Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 電気磁気学Ⅰ 総合英語Ⅱ 物理・化学Ⅱ 創造実験Ⅲ 微分積分Ⅱ 情報処理Ⅲ デジタル回路 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄa 情報システムⅡ 数値計算 卒業研究 卒業研究

14:10 - 15:00 大原・宇都宮 谷口 Ｉ.Ｌ.Ｎ 表 向井 原 諸谷・土地・柳橋・Ｂ 松本昇 田村 松本裕 小髙 元木 藤島
7 基礎数学Ⅱ 歴史Ⅰ 総合英語Ⅰb 国語Ⅱ 線形代数Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 創造実験Ⅲ 物理・化学Ⅲ 情報処理Ⅲ デジタル回路 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄa 情報システムⅡ 応用数学Ⅱ 卒業研究 卒業研究

15:10 - 16:00 松本昇 宮野 大原・宇都宮 大崎 中泉 I.F.Le 諸谷・土地・柳橋・Ｂ 原 田村 松本裕 小髙 元木 宮田
8 ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ

16:10 - 17:00 谷口 金井 山﨑 宇都宮 林 藤澤 木原 原 瀧本 諸谷 秋山 館 土地 小間 坂倉

水 T1 M1 G1 T2 M2 G2 T3 M3 G3 T4 M4 G4 D5 Ｍ5 C5
1 コンピュータⅠ 総合英語Ⅰb 保健体育Ⅰ 物理・化学Ⅱ 工業力学Ⅰ 国語Ⅱ 物理・化学Ⅲ 微分積分Ⅱ 微分積分Ⅱ 発変電工学 応用物理Ⅰ／応用数学 情報数学Ⅰ 送配電工学 機械工学実験 情報理論

8:40 - 9:30 土地・藤島 大原・宇都宮 山口 谷口 伊藤 大崎 原 松本昇 木原 柳橋 高橋／宮田 井上 直江 杉森・天日・秋山・金井 今澤
2 コンピュータⅠ 保健体育Ⅰ 基礎数学Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 工業力学Ⅰ 創造実験Ⅱ 電気磁気学Ⅱ 総合英語Ⅲ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 発変電工学 応用物理Ⅰ／応用数学 日本語スキルズ コンピュータグラフィックス 機械工学実験 情報理論

9:40 -10:30 土地・藤島 山口 松本昇 I.F.Le 伊藤 館・井上・Ｓ 下谷 吉本 Lu.Ｎ 柳橋 高橋／宮田 大崎 元木 杉森・天日・秋山・金井 今澤
3 保健体育Ⅰ 国語Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 電気磁気学Ⅰ 工業力学Ⅰ 創造実験Ⅱ 電気磁気学Ⅱ エレクトロニクスⅡ 総合英語Ⅲ 日本語スキルズ メカトロニクスⅠ 国際コミュニケーションⅠ コンピュータグラフィックス 機械工学実験 国際英語コミュニケーションⅡ

10:40 - 11:30 山口 山﨑 Ｉ.Ｌ.Ｎ 表 伊藤 館・井上・Ｓ 下谷 林 吉本 大崎 松井 F.Le 元木 杉森・天日・秋山・金井 大原
4 国語Ⅰ 基礎数学Ⅰ 物理・化学Ⅰ 創造実験Ⅱ 総合英語Ⅱ 物理・化学Ⅱ 社会科学Ⅰ エレクトロニクスⅡ 歴史Ⅱ システム工学 メカトロニクスⅠ 国際コミュニケーションⅠ

12:10 - 13:00 山﨑 中泉 谷口 松本裕・香林・O 向井 原 野木 林 宮野 諸谷 松井 F.Le
5 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 物理・化学Ⅰ 創造実験Ⅰ 創造実験Ⅱ 微分積分Ⅰ 線形代数Ⅰ 国語Ⅲ 社会科学Ⅰ コンピュータ演習Ⅱ システム工学 日本語スキルズ 情報システムⅠ 応用物理Ⅱ メカトロニクス 応用数学Ⅱ

13:10 - 14:00 Ｉ.Ｌ.Ｎ 谷口 元木・井上・Gb・Ｓ 松本裕・香林・O 木原 中泉 山﨑 野木 今澤 諸谷 大崎 藤澤 高橋 十河 宮田
6 基礎数学Ⅱ 創造設計Ⅰ 創造実験Ⅰ 線形代数Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 総合英語Ⅱ 微分積分Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ コンピュータ演習Ⅱ 応用数学Ⅰ 熱工学Ⅰ 情報システムⅠ 卒業研究 メカトロニクス 時事英語

14:10 - 15:00 松本昇 秋山・金井 元木・井上・Gb・Ｓ 中泉 I.F.Le 向井 木原 L.Lu.Ｎ 今澤 宮田 天日 藤澤 十河 宇都宮
7 物理・化学Ⅰ 創造設計Ⅰ 国語Ⅰ 電気電子工学Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 歴史Ⅱ 社会科学Ⅰ パワーエレクトロニクス 機械設計演習Ⅰ ＯＰ情報処理Ⅲ/数値計算 卒業研究 コンピュータ工学 ビジネス英語

15:10 - 16:00 谷口 秋山・金井 山﨑 表 L.Lu.Ｎ 宮野 野木 香林 林 ソンガー／田村 小間 ブルース
8 電気電子工学Ⅰ ＯＰ電気回路Ⅱ 機械設計演習Ⅰ ＯＰビジネスシステム/数値計算 卒業研究 コンピュータ工学 ビジネス英語

16:10 - 17:00 表 香林 林 館／田村 小間 ブルース

木 T1 M1 G1 T2 M2 G2 T3 M3 G3 T4 M4 G4 D5 Ｍ5 C5
1 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 国語Ⅰ 情報処理Ⅰb 情報工学Ⅱ エレクトロニクスⅠ 保健体育Ⅱ 歴史Ⅱ 保健体育Ⅲ 総合英語Ⅲ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄa 創造実験Ⅳ 計算機システムⅡ 応用物理Ⅱ 先端材料工学 データベース

8:40 - 9:30 Ｉ.Ｌ.Ｎ 山﨑 館 藤島 林 瀧本 宮野 山口 吉本 小髙 伊藤・松井・天日啓 元木 高橋 杉森 藤澤
2 総合英語Ⅰb 基礎数学Ⅱ 情報処理Ⅰb 情報工学Ⅱ エレクトロニクスⅠ 保健体育Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 保健体育Ⅲ 微分積分Ⅱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄa 創造実験Ⅳ 計算機システムⅡ 情報伝送工学 先端材料工学 データベース

9:40 -10:30 大原・宇都宮 松本昇 館 藤島 林 瀧本 L.Lu.Ｎ 山口 木原 小髙 伊藤・松井・天日啓 元木 下谷 杉森 藤澤
3 情報工学Ⅰ 保健体育Ⅰ 総合英語Ⅰa 電気回路Ⅰ 線形代数Ⅰ 情報処理Ⅱb 微分積分Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 保健体育Ⅲ 電子工学 創造実験Ⅳ システム開発演習Ⅰ 情報伝送工学 機械材料 応用数学Ⅱ

10:40 - 11:30 南出 山口 向井 諸谷 中泉 田村 木原 L.Lu.Ｎ 瀧本 土地 伊藤・松井・天日啓 今澤・井上 下谷 秋山 宮田
4 情報工学Ⅰ 保健体育Ⅰ 総合英語Ⅰb 国語Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 情報処理Ⅱb 総合英語Ⅲ 物理・化学Ⅲ 保健体育Ⅲ 電子工学 創造実験Ⅳ システム開発演習Ⅰ ソフトウェア工学 機械材料 通信ネットワーク

12:10 - 13:00 南出 山口 大原・宇都宮 大崎 I.F.Le 田村 吉本 原 瀧本 土地 伊藤・松井・天日啓 今澤・井上 藤島 秋山 松本(裕)
5 基礎数学Ⅰ 総合英語Ⅰb 歴史Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 機械製図Ⅱ 微分積分Ⅰ 線形代数Ⅱ 微分積分Ⅱ 国語Ⅲ 創造実験Ⅳ 機械工学演習Ⅰ 電気電子工学Ⅱ メカトロニクス 計測工学 通信ネットワーク

13:10 - 14:00 中泉 大原・宇都宮 宮野 I.F.Le 小間 木原 宮田 松本昇 山﨑 柳橋・直江・香林・Ｏ 天日 石黒 諸谷 杉森 松本(裕)
6 国語Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 基礎数学Ⅱ 微分積分Ⅰ 機械製図Ⅱ 国語Ⅱ システム設計Ⅰ 材料力学Ⅰ 線形代数Ⅱ 創造実験Ⅳ 機械工学演習Ⅰ 電気電子工学Ⅱ メカトロニクス 設計システム工学 卒業研究

14:10 - 15:00 山﨑 Ｌ.Ｉ.Ｎ 松本昇 木原 小間 大崎 藤島・ボラジ 金井 宮田 柳橋・直江・香林・Ｏ 天日 石黒 諸谷 林
7 総合英語Ⅱ 国語Ⅱ 日本文化 システム設計Ⅰ 材料力学Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 創造実験Ⅳ ＯＰ機械設計 メディア情報Ⅰ 材料工学 設計システム工学 卒業研究

15:10 - 16:00 宇都宮 大崎 向井 藤島・ボラジ 金井 Lu.Ｎ 柳橋・直江・香林・Ｏ 松井 元木 土地 林
8 日本文化 創造実験Ⅳ ＯＰ材料力学Ⅰ メディア情報Ⅰ 材料工学 設計システム工学 卒業研究

16:10 - 17:00 向井 柳橋・直江・香林・Ｏ 杉森 元木 土地 林

金 T1 M1 G1 T2 M2 G2 T3 M3 G3 T4 M4 G4 D5 Ｍ5 C5
1 歴史Ⅰ 基礎数学Ⅱ 英語コンピュータリテラシーa 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 創造設計Ⅱ 線形代数Ⅰ 微分積分Ⅱ 社会科学Ⅰ 国語Ⅲ システム設計Ⅱ 計測制御Ⅰ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄa データ通信ネットワーク 生産システム工学 英語討議技法

8:40 - 9:30 宮野 松本昇 Gb・宇都宮 I.F.Le 天日・林・天日啓 中泉 木原 野木 山﨑 直江・オガワ 伊藤 小高 松本裕 松井 ルーリー
2 基礎数学Ⅱ 総合英語Ⅰa 英語コンピュータリテラシーa 電気回路Ⅰ 創造設計Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 総合英語Ⅲ 線形代数Ⅱ 社会科学Ⅰ システム設計Ⅱ 計測制御Ⅰ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄa データ通信ネットワーク 生産システム工学 英語討議技法

9:40 -10:30 松本昇 向井 Gb・宇都宮 諸谷 天日・林・天日啓 I.F.Le 吉本 宮田 野木 直江・オガワ 伊藤 小高 松本裕 松井 ルーリー
3 電気基礎 情報処理Ⅰ 基礎数学Ⅰ 電気回路Ⅰ 創造設計Ⅱ 情報処理Ⅱa 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 総合英語Ⅲ 英語総合技能Ⅰa 応用物理Ⅰ メカトロニクスⅡ コンピュータ演習Ⅲ 応用数学Ⅱ 計測工学 ソフトウェア工学

10:40 - 11:30 柳橋 金井 中泉 諸谷 天日・林・天日啓 坂倉 L.Lu.Ｎ 吉本 大原 高橋 秋山 館 宮田 杉森 藤澤
4 総合英語Ⅰa 情報処理Ⅰ 国語Ⅰ 微分積分Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 情報処理Ⅱa 社会科学Ⅰ 機械設計 線形代数Ⅱ 電気法規と施設管理 メカトロニクスⅡ コンピュータ演習Ⅲ 卒業研究 機械工学演習Ⅱ ソフトウェア工学

12:10 - 13:00 向井 金井 山﨑 木原 I.F.Le 坂倉 野木 松井 宮田 香林 秋山 館 伊藤 藤澤
5 基礎数学Ⅰ 機械製図Ⅰ 基礎数学Ⅱ 物理・化学Ⅱ 微分積分Ⅰ 総合英語Ⅱ 電気回路Ⅱ 機械設計 創造実験Ⅲ 総合英語Ⅳ／ 英語表現技法 /上級英語Ⅰ 卒業研究 機械工学演習Ⅱ マルチメディア

13:10 - 14:00 中泉 小間 松本昇 谷口 木原 向井 香林 松井 田村・井上 大原／ 宇都宮 F.Lu.L.Gb 伊藤 坂倉
6 国語Ⅰ 機械製図Ⅰ 総合英語Ⅰa 線形代数Ⅰ 物理・化学Ⅱ 物理・化学Ⅲ 電気回路Ⅱ 微分積分Ⅱ 創造実験Ⅲ 総合英語Ⅳ／ 英語表現技法 /上級英語Ⅰ 卒業研究 振動工学 マルチメディア

14:10 - 15:00 山﨑 小間 向井 中泉 谷口 原 香林 松本昇 田村・井上 大原／ 宇都宮 F.Lu.L.Gb 秋山 坂倉
7 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活

15:10 - 16:00 谷口 金井 山﨑 宇都宮 林 藤澤 木原 原 瀧本 諸谷 秋山 館 土地 小間 坂倉
8

16:10 - 17:00

Ｄ科卒業研究
英語科 Ｉ：イアン F:ﾌｫｰﾌﾞｽ L:ロペス

Le:レ Lu:ﾙｰﾘｰ Ｎ：ノルトン
Ｍ科卒業研究 Ｔ・Ｄ科 O:オガワ Ｂ：ボラジ

Ｍ科
Ｃ科卒業研究 Ｇ・Ｃ科 Gb：ﾌﾞﾙｰｽ Ｓ：ソンガー

グローバル情報（外国人）

グローバル情報（日本人）　　坂倉・今澤・藤澤・館・ソンガー
英語科（日本人）

　　伊藤・杉森・天日・松井・秋山・金井・小間・林

　　直江・松本(裕)・南出・土地・藤島・諸谷
　　柳橋・オガワ 電気電子（外国人）

機械（外国人）

世界事情Ⅰ

向井

世界事情Ⅱa

大原

一般科目（外国人）

心理学B/デザイン概論
花崎/小髙

世界事情Ⅰ
向井

 英語資格技術／科学技術史a

世界事情Ⅱa

大原

大原 / 直江・伊藤

 

（出典 教務委員会資料） 
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平成20年度からは、工学を専門とする教員が、工学に必要な数学及び理科科目を担当することが好

ましいと判断し、数学に２名、理科に２名の教員を配置している（資料３－１－①－４：一般科目教

員配置状況）。 

 

資料３－１－①－４ 

一般科目教員配置状況 

 
（出典 学生便覧 2012 ティーチングスタッフ 2012） 
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建学綱領の一つ「人間形成」を担う「人間と自然」科目は、穴水湾自然学苑で実施され、ここには

学園共通の教員が配置されている。 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

一般科目の担当教員の構成は、高等専門学校設置基準を満たしつつ、教育課程の授業科目構成と比

較してバランス良く配置されている。特に英語科目にTESOL修了者を配置し、数学及び理科科目に工

学を専門とする教員を配置しており本校の特色となっている。教員は非常勤講師を含め各科目で十分

な教育経験と高い専門性を有しており、目的達成のために必要な一般科目の担当教員が適切に配置さ

れている。 

 

観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

（観点に係る状況） 

「Ⅱ 目的」の達成に向け、専門科目には経歴や適正に応じた教育科目を担当する専任教員31名、

非常勤講師７名を配置しており、専任教員数は高等専門学校設置基準を満たしている（資料３－１－

②－１：専門教員配置状況H24）。 

 

資料３－１－②－１ 

専門教員配置状況 H24 

単位：人

所属 教授 准教授 講師 助教 非常勤講師 計

電気電子工学科 5 1 4 3 13

機械工学科 7 2 1 4 14

グローバル情報工学科 3 5 2 1 11

一般科目 10 6 5 4 3 28

兼任講師 5

全体 25 14 12 5 10 71
 

（出典 教員会議資料） 

 

卒業時に身につけるべき学力や資質・能力の一つに国際性を挙げており、平成20年度より英語で工

学を教えることに注力しており、各学科に２名、３学科合計６名を標準として英語圏出身のネイティ

ブ・スピーカー教員を配置し、CLE2プログラムの推進と連携して工学と英語の連携を推進している

（資料３－１－②－２：専門科目教員配置状況）。 

本校は現場技術者養成を目標としており、教員の専門性という観点の他に産業界の実務経験者によ

る、より実務的な課題や研究に対するアプローチが必要であると認識し、ものづくりの企業経験者を

採用し配置している（資料：専門科目教員配置状況）。 
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資料３－１－②－２ 

専門科目教員配置状況 

科 職名 氏名 学位 専門分野 担当科目 実務経験

直江　伸至 工学博士 電気機器
送配電工学、システム設計、創造実験、科
学技術史、卒研

香林　利男 工学博士 電気電子
電気回路、パワーエレクトロニクス、創造実
験、電気法規と施設管理

土地　邦生 学術博士 電気物性
電子工学、材料工学、創造実験、コンピュー
タ、卒研

有（企）

松本　裕 修士（電気） 電気工学
デジタル回路、制御工学、データ通信ネット
ワーク、マネージメントエンジニアリングb、卒
研

有（官）

南出　章幸 博士（工学） 計測工学 コンピュータ、情報工学、設計製図、卒研 有（大教）

准教授 藤島　悟志 博士（工学） 電気化学
コンピュータ、数値計算、アルゴリズム、シ
ステム制御、ソフトウエア工学、システム設
計、情報工学、卒研

有（大教）

H．オガワ 学士（電気） 電気工学 コンピュータ、創造実験、卒研 有（企）

Ｂ.オグントインボ 学士（電気） 電気工学 コンピュータ、システム設計、創造実験 有（企）

諸谷　徹郎 修士（電気） アンテナ
メカトロニクス、システム工学、電気回路、
電子回路、創造実験、卒研

有（企）

柳橋　秀幸 博士（工学） 生体情報
電気基礎、発変電工学、電子回路、創造実
験、卒研

有（官）

下谷　俊昭 修士（工学） 電気工学 計測工学、電気磁気学、情報伝送工学 有（専教）

石黒　泰治 学士（電気） 電気工学 電気機器、（電気電子工学） 有（専教）

表　義憲 修士（工学） 電気工学 電気磁気学、（電気電子工学） 有（専教）

電
気
電
子
工
学
科

非常勤講師

教授

講師

 
 

科 職名 氏名 学位 専門分野 担当科目 実務経験

伊藤　恒平 修士（機械） 制御工学
工業力学、計測制御、創造設計、機械工学
演習、科学技術史、卒研

有（官）

秋山　晃 博士（工学） 材料力学
振動工学、機械材料、メカトロニクス、創造
設計、機械工学実験、卒研

有（官）

杉森　勝 工学博士 材料力学
材料力学、計測工学、先端材料工学、機械
工学実験、機械加工、創造実験、卒研

天日　三知夫 修士（機械） 摩擦摩耗
熱工学、エネルギ工学、創造設計、機械工
学演習、卒研

有（企）

松井　洋 修士（機械） 材料
情報処理、メカトロニクス、生産システム工
学、機械設計、創造設計、卒研

金光　学 工学博士 ものづくり研究所

金井　亮 博士（工学） 材料力学
材料力学、情報処理、機械工学実験、創造
設計、卒研

有（大教）

林　道大 博士（工学） 機械設計
エレクトロニクス、機械設計演習、設計シス
テム工学、創造設計、機械工学実験、卒研

有（企）

講師 小間　徹也 学士（機械） メカトロ
コンピュータ工学、機械製図、機械工学実
験、創造設計、卒研

有（企）

千徳　英一 工学博士 加工学 機械加工 大学

十河　憲夫 博士（工学） システム メカトロニクス 有（官）

榎本　啓士 博士（工学） 熱機関 ビークル工学a 大学

稗田　登 修士（機械） 熱機関 ビークル工学b 大学

西田　敬二 学士（機械） 設計工学 創造設計 有（専教）

天日　啓之 （機械） 加工 創造設計 有（企）

機
械
工
学
科

非常勤講師

准教授

兼任講師

教授
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科 職名 氏名 学位 専門分野 担当科目 実務経験

元木　光雄 博士（理学） アルゴリズム
情報・ビジネス英語、情報システム、コン
ピュータグラフィックス、計算機システム、メィ
デア情報、創造実験、

大学

今澤　明男 修士（情報） 経営工学
システム開発演習、情報工学演習、情報理
論、コンピュータ演習、卒研

有（大教）

田村　景明 博士（工学） 計算機
メカトロニクス、システム制御、情報処理、数
値計算、創造実験

小高　有普 学士（芸術） 工業デザイン
文化・芸術・思想、デザイン概論、エンジニア
リングマネージメントa、

有（企）

Ｂ．ゲイロード 学士（経営） システム
情報・ビジネス英語、英語コンピュータリテラ
シー、上級英語、ビジネス英語、創造実験

有（企）

坂倉　忠和 修士（情報） 情報工学
情報処理、計算機システム、マルチメディ
ア、卒研

大学

藤澤　武 修士（電子） ＷEＢ工学
コンピュータ演習、計算機システム、情報シ
ステム、データーベース、ソフトウェア工学、
卒研

有（企）

松下　臣仁 修士（語学）
デザイン
TESOL

世界事情、英語総合技能、ビジネス英語、
英語コンピュータリテラシー、創造実験

井上　恵介 博士(情報) 情報工学
システム開発演習、計算機システム、情報
数学、創造実験

有（大研）

館　宜伸 博士（工学） 数理情報
ビジネスシステム、情報処理、コンピュータ
演習、創造実験、卒研

有（企）

助教 Ｒ．ソンガー 学士（情報） ソフトウエア
ビジネスシステム、情報工学演習、情報処
理、創造実験、卒研

有（企）

グ
ロ
ー

バ
ル
情
報
工
学
科

講師

教授

准教授

 

（出典 教員会議資料） 

 



金沢工業高等専門学校 基準３ 

- 102 - 

高等専門学校設置基準から判断しても十分な専門科目担当教員を配置しているが、更なる教育支援

を図るための教育支援者として、学園の技術職員、大学生のTAやSAを配置している（資料３－１－②

－３：技術職員一覧、資料３－１－②－４：TA・SA一覧）。 

 

資料３－１－②－３ 

技術職員一覧 

氏名 職位 所属(役職）

1 米田　悟　　　　　　 主任技師 穴水自然学苑　ハーバー長

2 三井　宏　　　　　　 副技師長 穴水自然学苑　

3 内山　利明　　　　　 主任技師 穴水自然学苑　

4 濱田　康司 技師 穴水自然学苑　

5 丸田　勝也 技師補 穴水自然学苑　

6 浅野　泰樹　　　　　 上席技師 プロジェクト教育センター　夢考房　課長

7 坂本　巧　　　　　　 主任技師 プロジェクト教育センター　夢考房　技術・教育係長

8 柳浦　正勝　　　　　 副技師長 プロジェクト教育センター　夢考房

9 塚本　義一　　　　　 副技師長 プロジェクト教育センター　夢考房

10 今井　悟　　　　　　 主任技師 プロジェクト教育センター　夢考房

11 山岸　進　　　　　　 副技師長 プロジェクト教育センター　夢考房

12 太田　誠鉄　　　　　 主任技師 プロジェクト教育センター　夢考房

13 髙羽　正人　　　　　 副技師長 プロジェクト教育センター　夢考房

14 吉江　則雄　　　　　 上席技師 プロジェクト教育センター　夢考房

15 新保　絵理佳　　　　 技師 プロジェクト教育センター　夢考房

16 済田　恒正　　　　　 技師 プロジェクト教育センター　夢考房

17 林　紘孝 技師 プロジェクト教育センター　夢考房

18 平野　徳之 技師 プロジェクト教育センター　夢考房

19 木戸　章平 技師補 プロジェクト教育センター　夢考房

20 大鋸　鐵　　　　　　 上席技師 プロジェクト教育センター　スポーツ考房　課長

21 牧口　茂子　　　　　 主任技師 プロジェクト教育センター　スポーツ考房

22 北村　了　　　　　　 副技師長 情報処理サービスセンターシステム部　電子計算機課　課長

23 髙島　伸治　　　　　 上席技師 情報処理サービスセンターシステム部　電子計算機課　係長

24 館　純恵　　　　　　 主任技師 情報処理サービスセンターシステム部　電子計算機課

25 加原　智彦　　　　　 主任技師 情報処理サービスセンターシステム部　電子計算機課

26 橋本　剛広　　　　　 技師 情報処理サービスセンターシステム部　電子計算機課

27 安原　卓 上席技師 情報基礎教育研究センター　事務室長

28 坂野　信夫　　　　　 技師長 情報処理サービスセンターAV室　  参事

29 木谷　幸造　　　　　 副技師長 情報処理サービスセンターAV室　　ＡＶ室長

30 反圃　満　　　　　　 上席技師 情報処理サービスセンターAV室　　技術課　課長　

31 深川　直弘　　　　　 主任技師 情報処理サービスセンターAV室　　技術課　技術係長

32 前田　宜之　　　　　 技師 情報処理サービスセンターAV室　　技術課

33 小泉　知也　　　　　 主任技師 情報処理サービスセンターAV室　　技術課

平成24年度　技術職員一覧

 

（出典 学園人事課資料） 
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資料３－１－②－４ 

TA・SA 一覧 

学生名 専攻所属 卒業年度 担当科目 担当学期

情報工学専攻１年 平成１７年電気工学科卒業 コンピュータグラフィックス 前期・後期

機械工学専攻１年 平成１７年機械工学科卒業 創造実験Ⅲ 前期・後期

機械工学専攻１年 平成１７年機械工学科卒業 マイコン制御 前期・後期

メディア情報学科３年 平成１８年電気工学科卒業 哲学 前期・後期

機械工学科４年 平成１８年機械工学科卒業 情報処理 前期・後期

機械工学科４年 平成１８年機械工学科卒業 コンピュータ演習Ⅰ 前期・後期

電気電子工学科４年 コンピュータ演習Ⅰ 前期・後期

情報学科４年 平成１６年電気工学科卒業 数値計算 前期・後期

平成20年度
TA採用状況

機械工学専攻１年 平成１８年機械工学科卒業 コンピュータ演習Ⅰ 前期・後期

建築都市デザイン学科４年 平成１８年機械工学科卒業 ビークル工学 １２月～２月

機械工学科４年 平成１７年機械工学科卒業 ビークル工学 １０月・１１月

平成21年度
TA採用状況

機械工学専攻２年 平成１８年機械工学科卒業 コンピュータ演習Ⅰ 前期・後期

機械工学科４年 平成２０年機械工学科卒業 創造実験Ⅱ 前期・後期

機械工学科４年 平成２０年機械工学科卒業 ビークル工学 前期・後期

機械工学科４年 平成２０年機械工学科卒業 設計システム工学 前期・後期

ロボティクス学科４年 平成２１年機械工学科卒業 ビークル工学 前期・後期

ロボティクス学科４年 平成２１年機械工学科卒業 情報処理Ⅱ 前期・後期

ロボティクス学科４年 平成２１年機械工学科卒業 設計システム工学 前期・後期

機械工学科４年 平成２１年機械工学科卒業 創造設計Ⅱ 前期・後期

ロボティクス学科４年 平成２１年機械工学科卒業 工業力学Ⅰ 前期・後期

機械工学科４年 平成２１年機械工学科卒業 機械設計演習 前期・後期

平成22年度
TA採用状況

機械工学専攻２年 平成２０年機械工学科卒業 工業力学Ⅰ 前期・後期

機械工学科４年 平成２２年機械工学科卒業 機械製図Ⅱ 前期・後期

機械工学科４年 平成２２年機械工学科卒業 ＣＡＤ・ＣＡＭ 前期・後期

ロボティクス学科４年 平成２２年機械工学科卒業 創造設計Ⅱ 前期・後期

ロボティクス学科４年 平成２２年機械工学科卒業 ロボット工学 前期・後期

ロボティクス学科４年 平成２２年機械工学科卒業 創造設計Ⅲ 前期・後期

ロボティクス学科４年 平成２２年機械工学科卒業 ビークル工学 前期・後期

機械工学科４年 平成２３年機械工学科卒業 創造設計Ⅳ 前期・後期

機械工学科４年 平成２３年機械工学科卒業 情報処理Ⅰ 前期・後期

ロボティクス学科４年 平成２３年機械工学科卒業 情報処理Ⅱ 前期・後期

機械工学科４年 平成２３年機械工学科卒業 機械製図Ⅰ 前期・後期

機械工学科４年 平成２３年機械工学科卒業 機械製図Ⅱ 前期・後期

機械工学科４年 平成２３年機械工学科卒業 コンピュータ工学 前期・後期

応用バイオ学科４年 平成２２年機械工学科卒業 ビークル工学 前期・後期

メディア情報学科４年
平成２３年国際コミュニケーション
情報工学科卒業

コンピュータ演習Ⅰ 前期・後期

メディア情報学科４年
平成２３年国際コミュニケーション
情報工学科卒業

コンピュータ演習Ⅱ 前期・後期

メディア情報学科４年
平成２３年国際コミュニケーション
情報工学科卒業

計算機システムⅠ 前期・後期

平成24年度
SA採用状況

平成19年度
TA採用状況

平成19年度
SA採用状況

平成20年度
SA採用状況

平成21年度
SA採用状況

平成22年度
SA採用状況

平成23年度
SA採用状況

 
 

（出典 教務委員会資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

専門科目の担当教員の構成は、高等専門学校設置基準を満たしつつ、教育課程の授業科目構成と比
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較してバランス良く配置されている。特に各学科にネイティブ・スピーカーの専門教員の配置、もの

づくりの企業経験者の配置、学園の技術職員、大学生によるTAやSAの教育支援者を配置しており、本

校の特色となっている。教員は非常勤講師を含め各科目で十分な教育経験と高い専門性を有しており、

目的達成のために必要な専門科目の担当教員が適切に配置されている。 

 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

該当無し。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

該当無し。 

 

観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講

じられているか。 

（観点に係る状況） 

本校の教員の年齢構成は資料３－１－④－１：教員年齢構成一覧表のとおりであり、平成24年５月

１日現在における、専任教員56名の平均年齢は44.8歳である。近年は若手教員の採用を進め、平成18

年以降35歳以下の産業界で実務経験のある教員を中心に採用し、教員全体のバランスをとるようにし

ている（資料３－１－④－２：教員の採用状況）。 

 

資料３－１－④－１ 

教員年齢構成一覧表（平成 24 年度５月１日現在） 

年齢 人数 割合

20代 7 12.5%

30代 14 25.0%

40代 15 26.8%

50代 7 12.5%

60代 12 21.4%

70代 1 1.8%

合計 56 100%
 

（出典 学園人事課資料） 
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資料３－１－④－２ 

教員の採用状況 

平成年度 氏 　名（採用職位）
学歴、学位
略歴、専門

採用時年齢

瀧本　明弘（教授）
日本体育大学体育学部体育学科、修士
金沢工業大学助教授、保健体育

47

伊藤　恒平（助教授）
防衛大学校理工学研究科（航空宇宙工学）、修士
防衛庁技術研究本部第３研究所、制御工学

35

D．ヒンチー（講師）
ｾﾝﾄﾏｲｹﾙｽﾞ大学大学院（英語教育）修士課程、修士
ECC英語会話学校講師、英語

28

谷合　泰次（教授）
防衛大学校理工学研究科（電気工学）、修士
伊藤忠ソフトウエア、電子材料

56

小坂　崇之（講師）
金沢工業大学大学院博士課程、修士
金沢工業大学助手、情報工学

32

松本　裕（教授）
オハイオ大学大学院、修士
防衛庁航空自衛隊幹部学校教官、電気工学

55

諸谷　徹郎（講師）
金沢工業大学大学院修士課程、修士
リンテック㈱、電気電子工学

31

松本　昇久（講師）
北陸先端大学大学院博士課程中退、修士
北陸学院高等学校、情報工学

40

金井　亮（講師）
金沢大学大学院博士課程、博士
金沢大学非常勤講師、機械科学

29

山崎　梓（講師）
金沢大学大学院修士課程、修士
石川県立羽咋高等学校非常勤講師、日本文学

26

川崎　清明（特任講師）
金沢大学理学部（数学）、学士
石川県立鹿西高等学校校長、数学

63

Ｊ．グリーン（講師）
ニューヨーク芸術大学、学士
金沢市ALT、映像工学

29

K．ホセアン（講師）
ｻﾝ･ｷﾞｭﾝ･ｸﾞｱﾝ大学経営学科　米国S.F.I.T修士課程、修士
ベンジャミンフランクリン技能学校教員、英語

28

木原　均（講師）
北陸先端大学大学院博士課程、博士
北陸先端大学研究員、情報科学

30

小間　徹也（講師）
金沢工業大学機械工学科、学士
パナソニック㈱、メカトロニクス

42

元木　光雄（准教授）
北陸先端大学大学院博士課程、博士
北陸先端大学大学院所教

38

中野　真（講師）
金沢大学大学院博士課程、博士
金沢工業大学マネジメント研究所、経営工学

37

Ｈ．オガワ（助教）
ロテェスター大学工学部、学士
㈱EMA－OMD、電気工学

26

Ｒ．ジェームス（講師）
オタゴ大学大学院、修士
オタゴポリテク工学部上級講師、機械設計

40

Ｒ．アナスタシア（講師）
ロテェスター大学工学部大学院、修士
機械工学

26

Ｌ．ダミーコ（講師）
ｾﾝﾄﾏｲｹﾙｽﾞ大学大学院（英語教育）修士課程、修士
バーモント州難民定住プログラム教員、英語

29

山口　真史（助教）
日本体育大学体育学部体育学科、学士
熊本県立第二高等学校、保健体育

25

藤島　悟志（准教授）
豊橋技術科学大学大学院博士課程、博士
豊橋技術科学大学所教、機能材料科学

31

柳橋　秀幸（講師）
金沢工業大学大学院博士課程、博士
防衛省技術研究本部、生体情報工学

30

S．イアン（講師）
ｾﾝﾄﾏｲｹﾙｽﾞ大学大学院（英語教育）修士課程、修士
玉川学園グローバル教育センター講師、英語

39

B．オグントインホﾞ（講師）
ロテェスター大学工学部、学士
㈱Qioptiq社、電気工学

27

R．ソンガー（講師）
ロテェスター大学工学部、学士
ﾗﾝｹﾞｰｼﾞ･ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ社、電気工学

24

Ｆ．フォーブス（講師）
ｾﾝﾄﾏｲｹﾙｽﾞ大学大学院（英語教育）修士課程、修士
バーモント州ウイヌスキー高校教員、英語

30

22 谷口　　航（助教）
東海大学工学部土木工学科、学士
石川県立工業高等学校臨任教員、土木工学

27

高橋　丈雄（教授）
防衛大学校理工学研究科、大阪大学研究生、博士
陸上自衛隊研究開発本部、機械工学

55

宇都宮隆子（准教授）
ｾﾝﾄﾏｲｹﾙｽﾞ大学大学院（英語教育）修士課程、修士
金沢工業大学講師、英語

41

Ｋ．ロペス（講師）
ｾﾝﾄﾏｲｹﾙｽﾞ大学大学院（英語教育）修士課程、修士
リマ市語学センター教員、英語

宮田　一郎（教授）
金沢大学大学院（数学教育）修士課程、修士
福井高専准教授

47

中泉　俊一（教授）
富山大学文理学部理学科（数学教育）、学士
石川県県立高校校長

59

小高　有普（講師）
金沢美術工芸大学産業工芸学部産業美術学科、工業デザイン、学士
金沢工業大学非常勤講師、デザインオフィスPASSION

42

井上　恵介（講師）
北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科、情報工学、博士
北陸先端科学技術大学高信頼性組込システム教育研究センター

33

Ｎ．リー（助教）
ｾﾝﾄﾏｲｹﾙｽﾞ大学大学院（英語教育）修士課程在学中、
金沢インターナショナルスクール教員、英語

23

Ｌ．ネイサン（講師）
ｾﾝﾄﾏｲｹﾙｽﾞ大学大学院（英語教育）修士課程、修士
セントマイケル大学外国人語学研修アシスタント、英語

25

Ｌ．ニュン（講師）
ｾﾝﾄﾏｲｹﾙｽﾞ大学大学院（英語教育）修士課程、修士
ベトナムタン・ホア市の中学校の英語講師、英語

30

Ｊ．ハン（助教）
ローズハルマン工科大学（機械工学科）、学士
機械工学　　　　H２４.９～

23

Ａ．ジェイムス（助教）
ローズハルマン工科大学（機械工学科）、学士
機械工学　　　　H２４.９～

23

Ｍ．ベリー（助教）
ローズハルマン工科大学（情報工学科）、学士
情報工学　　　　H２４.９～

23

Ｃ．ルボルト（講師）
ｾﾝﾄﾏｲｹﾙｽﾞ大学大学院（英語教育）修士課程、修士
バーモント語学センター教員、英語　　H２４.９～

25

18

24

23

21

20

19

 

（出典 学園人事課資料） 
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教育研究の質を高めるため、博士号の学位取得を目指す教員に対しては、クラス担任や部活動顧問

を外したり、授業担当時間数を考慮したりするなどの支援を行うと共に、教育研究能力の向上を図る

ための派遣留学制度を設けている（資料３－１－④－３：派遣留学規程、資料３－１－④－４：派遣

留学実績）。 

 

資料３－１－④－３ 

派遣留学規程 
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（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料３－１－④－４ 

派遣留学実績 

氏　　名 職　名
学位取得

年月
留学期間 留学先 備考

川崎　順二 助教授
博士、
H20.3

H17.4～H20.3
東京工業大学大学院
博士課程（後期）

社会人入学

伊藤　恒平 教授 留学中 H22.4～H25.3
筑波大学大学院
博士課程（後期）

社会人入学

松下　臣仁 准教授
修士、
H20.5

H23.8～H24.7 イリノイ大学大学院 課程

ハヤト・オガワ 講師 留学中 H23.9～H26.3
ウイスコンシン大学大学院
（マジソン校）修士課程

社会人入学

ドリーン・
ゲイロード

教授 修士 H24.4～H24.9
ミドルベリー大学
カリフォルニア校

社会人入学

山口　真史 講師 留学中 H24.4～H27.3
金沢大学大学院
修士課程

社会人入学

ボラジ・オグント
インボ

講師 留学中 H243.4～H27.3
金沢工業大学大学院
修士課程

社会人入学

 

 

（出典 人事委員会資料） 

 

教員の教育研究活動の活性化に向け、創造技術教育研究所で報告書の発行、科学研究費補助金の申

請の推奨、若手教員研究助成金制度、日本工学教育協会への入会と教育士取得の推奨、澁谷学術文化

スポーツ振興財団の産業教育助成に取り組んでいる（資料３－１－④－５：創造技術教育研究所報告

書、資料３－１－④－６：創造技術教育成果件数、資料３－１－④－７：科学研究費補助金申請件数

・採択件数、資料３－１－④－８：若手教員研究助成金制度募集案内・実績、資料３－１－④－９：

日本工学教育協会会員数、資料３－１－④－10：教育士取得数、資料３－１－④－11：澁谷学術文化

スポーツ振興財団産業教育助成数）。 

 



金沢工業高等専門学校 基準３ 

- 109 - 

資料３－１－④－５ 

創造技術教育研究所報告書 

 

 

（出典 創造技術教育研究所資料） 
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資料３－１－④－６ 

創造技術教育成果件数 

年度 学術研究 教育研究
創造教育
掲載件数

年度成果
総件数

関連事項

H12 1 6 7 56 創刊

H13 8 8 16 78

H14 6 5 11 42

H15 7 10 17 50

H16 3 6 9 61

H17 5 5 10 55

H18 3 18 21 46 外部６件

H19 5 16 21 59

H20 4 23 27 58 ISSN登録

H21 8 12 20 94

H22 9 11 20 62

H23 8 16 24 27 未登録２４

(注：紹介、展望、解説等を除く）

創造技術教育　成果件数

 

（出典 創造技術教育研究所資料） 

 

資料３－１－④－７ 

科学研究費補助金申請件数・採択件数 

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

申請件数 (A) 11 14 17 9 17

採択件数 (B) 6 4 5 9 8

採択率(%) B/A*100 55 29 29 100 47

採択額 (千円) 6,500 7,000 5,400 13,000 11,000

(A)=新規申請＋継続

(B)=新規採択＋継続  

（出典 学園研究支援部資料） 
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資料３－１－④－８ 

若手教員研究助成金制度募集案内・実績 
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採択実績（金額：円） 

     

氏名 平 成 2 1 年 度平 成 2 2 年 度平 成 2 3 年 度

柳橋秀幸 410,000 450,000

藤島悟志 500,000  

 

（出典 学園研究支援部資料） 
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資料３－１－④－９ 

日本工学教育協会会員数 

 

（出典 北信越工学教育協会会報第六十号 P.90） 
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資料３－１－④－10 

教育士取得数 

地区工教名 特別 上級 中級 初級 計 高等教育機関名 初級 中級 上級 特別 合計
北海道 33 4 2 0 39 新潟大学工学部 0 2 7 4 13
東北 38 19 7 0 64 長岡技術科学大学 1 2 1 3 7
北陸信越 48 69 60 49 226 富山大学工学部 0 0 0 3 3
関東 109 21 10 7 147 金沢大学工学部 1 1 4 4 10
東海 29 4 0 0 33 福井大学工学部 0 0 1 1 2
関西 46 11 6 3 66 信州大学工学部 0 0 0 3 3
中国・四国 36 16 6 0 65 富山県立大学 0 0 0 3 3
九州 53 31 14 1 100 新潟工科大学 0 0 0 2 2
企業 45 41 16 2 104 金沢工業大学 46 50 42 13 151
計 437 216 121 62 844 福井工業大学 0 0 0 0 0

【平成17年～22年（公社）日本工学教育協会事務局まとめ】 新潟工業短期大学 0 0 2 1 3
長岡工業高等専門学校 0 0 3 2 5

石川工業高等専門学校 0 1 0 1 2
福井工業高等専門学校 0 1 1 1 3
長野工業高等専門学校 0 0 5 3 8
金沢工業高等専門学校 1 3 3 2 9
北陸先端科学技術大学院大学 0 0 0 1 1

計 49 60 69 48 226
【平成17年～22年（公社）日本工学教育協会事務局まとめ】

1 1

表５　平成22年度に於ける北陸信越工学教育協会
　　　　の教育士（工学・技術）の認定者数

表４　各地区工教と企業に所属する教育士
　　　　（工・技）の認定者数

富山高等専門学校
（富山工業高専・富山商船高専）

0 0 0

 

（出典 北信越工学教育協会会報第六十号 P.17） 

 

資料３－１－④－11 

澁谷学術文化スポーツ振興財団産業教育助成数 

申請年度 申請件数 採択件数

H19 2 2

H20 2

H21 2 2

H22 4 4

H23 4 4

総計 14 12

澁谷学術文化スポーツ振興財団　申請・採択状況

 

（出典 学園研究支援部資料） 
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教員の教育研究の例として、中学生向けに開発したものづくり教育を通した体験学習は、問題解決

的な学習を支援する活動として、科学技術振興機構（JST）のサイエンス・パートナーシップ・プロ

ジェクト（SPP）に採択されている（資料３－１－④－12：SPP等採択件数）。 

 

資料３－１－④－12 

SPP 等採択件数 



金沢工業高等専門学校 基準３ 

- 116 - 

 

（出典 地域連携教育センター資料） 
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平成10年に設置した創造技術教育研究所における活動は、「教育論文の業績認定」と相俟って着実

に成果を収めている（資料３－１－④－13：教育論文の業績認定）。 

 

資料３－１－④－13 

教育論文の業績認定 

著書
学術
論文

知財
講演
発表

受賞 小計 教育
学術
論文

知財
講演
発表

受賞 小計

H19 5 16 2 7 1 31 2 12 12 26 57

H20 13 1 12 26 3 15 13 1 32 58 ISSN登録

H21 31 3 19 53 16 16 6 3 41 94

H22 16 1 15 32 10 10 11 2 33 65

H23 14 4 18 4 3 1 1 9 27 未登録２４

(注：紹介、展望、解説等を除く）

年度

研究 教育
成果
合計

備考

教員の専門及び教育研究成果一覧

 

（出典 学務会議資料） 

 

教育研究及び学務に関する活動に貢献のあった教職員を表彰する制度として理事長表彰を設けてい

る（資料３－１－④－14：学校法人金沢工業大学表彰規程、資料３－１－④－15：理事長賞実績）。 
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資料３－１－④－14 

学校法人金沢工業大学表彰規程 
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（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料３－１－④－15 

理事長賞実績 

受賞年月日 受賞理由

直江伸至 南出章幸 氏家亮子

佐伯昭彦 香林利男 伊藤恒平

西田敬二

平成19年11月19日 古屋栄彦 伊藤恒平 山岸徹 文科省ものづくり中核人材養成事業に関する貢献

平成20年1月15日 秋山晃 坂本巧 「自律型ロボット大会」で完走、名声を高める

香林利男 小間徹也 佐伯昭彦

氏家亮子 古屋栄彦 伊藤恒平

金井亮 諸谷徹郎

平成20年10月20日 大慶　清 学生指導（バスケットボール部指導と全国高専大会3位獲得）の成果

ドリーン・Ｇ 松下臣仁 英語教育及び学生の高専英語スピーチコンテスト入賞指導に関する貢献

伊藤恒平 学生筑波チャレンジ（ロボット自動車）入賞にいたる学生指導

小坂崇之 学生バーチャルリアリティーコンテスト入賞に至る学生指導

天日三知夫 杉森　勝 地域連携活動及びＧＰ事業の活動を重ね国立高専機構理事長賞受賞

直江伸至 柳橋秀幸 ベスト学生プレゼンテーション賞受賞に至る学生指導

小坂崇之 国際バーチャルリアリティー大会にて総合優勝賞受賞に至る研究指導

平成22年1月18日 ドリーン・Ｇ 松下臣仁 大原しのぶ 英語教育及び学生の高専英語スピーチコンテスト入賞指導等に関する貢献

秋山　晃 作宮和泉 小間徹也 キャリア教育、資格取得、就職指導等に関する貢献

山﨑　梓 国語教育、話し方指導、漢字検定資格取得指導に関する貢献

向井　守 瀧本明弘 香林利男 学生募集に関する貢献

山岸　徹

中沢政幸 宮西瑞子 高等学校修学支援金処理業務に関する貢献

宮野純光 中沢政幸 宮西瑞子

田村　清

平成22年10月18日 瀧本明弘 宮野純光 山口真史 部活動指導（ハンドボール）に関する貢献

古屋栄彦 伊藤恒平 金井　亮

太田誠鉄 尾角　勝 生島義明

東崎信幸

今澤明男 天日三知夫 秋山　晃

小間徹也

向井　守 瀧本明弘 香林利男

山岸　徹

南出章幸 天日三知夫 伊藤恒平

小坂崇之 中谷亮子

金井　亮 藤澤　武 陳　瑋

玉作昌之

伊藤恒平 金井　亮 林　道大

谷口　航

太田誠鉄 尾角　勝 生島義明

東崎信幸

元木光雄 藤島悟志 館　宜伸

柳橋秀幸

直江伸至 土地邦生 オグントインボ

小川隼人

南出章幸 小髙有普

中村純生 竹俣一也
デザインシンキング手法の具体化に関する貢献

対象者

全国高等学校体育大会(ハンドボール）運営に関する貢献

北陸地区高専ロボットコンテストの受賞と全国大会出場権獲得に関する貢献

教育及び学務改革における献身的努力と成果に関する貢献

学生募集に関する貢献

学生を前面に出した積極的な広報活動・学生募集に関する貢献

プログラムコンテスト、デザインコンテスト受賞に関する貢献

ロボコン指導に関する貢献

ロボコン技術指導に関する貢献

本校教育の高付加価値化と改善に腐食し、教育方法の開発、改善等に努力
してきた事に関する貢献

平成19年5月23日

平成20年6月16日

「サイエンスパートナーシッププロジェクト採択」等にかかわる貢献

地域連携教育・学生募集基盤醸成・学生の課外活動指導への貢献

平成20年12月8日

平成21年12月7日

平成22年3月16日

平成22年7月20日

平成24年4月16日

平成24年2月20日

理事長賞受賞者　（高専　平成19年～24年4月）

平成22年9月27日

平成22年11月8日

平成23年2月14日

平成23年3月14日

平成23年12月5日

平成24年3月12日

ＣＤＩＯ理念の実現を目指すグローバル人材育成に関する貢献

 

（出典 高専事務局資料） 
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学園は、教職員が養育する乳幼児を保育する事業所内保育施設として扇が丘保育園を設置し、教職

員等の福祉の増進を図っている（資料３－１－④－16：金沢工業大学扇が丘保育園規程）。 

 

資料３－１－④－16 

金沢工業大学扇が丘保育園規程 

 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

近年、産業界の実務経験のある若手教員の採用を進め、教員の年齢構成は適正なバランスになりつ

つある。教育研究の質を高めるための派遣留学制度をはじめ、教員の教育研究活動の活性化に向けた
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様々な取組が有る。教職員の働き易さを考慮し事業所内保育施設が設置されている。以上のことより、

教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講じられている。 

 

観点３－２－①： 全教員の教育活動に対して，学校による定期的な評価が行われているか。また，

その結果把握された事項に対して教員組織の見直し等，適切な取組がなされてい

るか。 

（観点に係る状況） 

本校の自己点検評価は資料３－２－①－１：自己点検評価の仕組みのとおり、学生と教員の相互確

認、教員の自己点検、学校全体の自己点検の順に３層で行っている。 

 

資料３－２－①－１ 

自己点検評価の仕組み 

 

 

（出典 学生便覧 2012 P.31） 
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教育活動全般についての自己及び外部点検評価の結果を確認し、建学の精神に基づく教育活動の活

性化となお一層の教育改革の推進に資することを目的に、KTC教育評価委員会を設置している（資料

３－２－①－２：KTC教育評価委員会規程）。 

KTC教育評価委員会が行う自己点検評価として、教職員と学生によるKTC総合アンケート、学生によ

るKTC授業アンケート、新入生による新入生アンケートなどを定期的に実施しており、教員の教育活

動の見直しを行っている（資料３－２－①－３：KTC総合アンケート調査票・結果抜粋、資料３－２

－①－４：KTC授業アンケート調査票・結果抜粋、資料３－２－①－５：新入生アンケート調査票）。 

 

資料３－２－①－２ 

KTC 教育評価委員会規程 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料３－２－①－３ 

KTC 総合アンケート調査票・結果抜粋 
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■金沢高専の総合的満足度　年度別比較

42.8%

46.3%

50.6%

65.7%

67.5%

62.3%

47.7%

43.5%

43.0%

32.8%

31.9%

35.2%

35.1%

9.5%

10.2%

6.5%

64.2%

2.6%

0.6%

0.6%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23（今回）

満足している学生 不満を持っている学生 無回答

■総合的に見て金沢高専に満足していますか？（在校生のみ）

そう思わない

14.0%

無回答

2.6%

あまりそう思わない

21.0%

まあそう思う

46.9%

そう思う

15.4%

＜2-1＞ 金沢高専の総合的な満足度

● 「総合的に見て金沢高専に満足していますか？」という問いに関しては、15.4％が「そう思う」、46.9％が「まあそう思う」であり、合
わせると62.3％が満足と答えており、不満を持っている学生は35.1％という結果であり、満足している学生の方が27.2ポイント多
かった。

●年度別比較を見ると、「満足している学生」の割合はＨ22より1.9ポイント減少しており、前回に引き続き前年を下回る結果となっ
ていた。平成20年と平成21年には満足度は非常に高い状態を維持していたが、今回はＨ20年以降で最も低い結果となった。

■本年度の総合的な満足度

満足している学
生

62.3％

不満を持っている学
生

35.1％

年度
満足している

学生の合計
不満を持っている

学生の合計

H17 42.8% ＜ 47.7%

H18 46.3% ＞ 43.5%

H19 50.6% ＞ 43.0%

H20 65.7% ＞ 32.8%

H21 67.5% ＞ 31.9%

H22 64.2% ＞ 35.2%

H23（今回） 62.3% ＞ 35.1%

■金沢高専の総合的満足度 年度別内訳

 

（出典 KTC 教育評価委員会資料） 
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資料３－２－①－４ 

KTC 授業アンケート調査票・結果抜粋 

 

■D.満足度

17.7%

19.1%

20.6%

19.7%

20.7%

12.5%

13.9%

16.2%

18.2%

19.1%

19.0%

45.5%

46.7%

48.3%

46.7%

45.8%

51.0%

51.9%

57.5%

57.1%

56.4%

57.4%

23.7%

21.6%

20.2%

21.2%

20.6%

22.1%

20.5%

17.1%

15.5%

15.2%

15.0%

13.0%

12.3%

10.8%

12.1%

12.8%

11.5%

10.4%

7.6%

7.6%

7.3%

6.8% 1.7%

1.9%

1.7%

1.7%

3.3%

2.8%

0.1%

0.4%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ15

Ｈ16

Ｈ17

H18中期

H18通年

H19中期

H19通年

Ｈ20

Ｈ21

Ｈ22

Ｈ23

満足 まあ満足 少し不満 不満 無回答

■C.自分の取り組み姿勢

18.3%

19.4%

21.1%

21.2%

22.2%

12.8%

13.0%

15.0%

16.4%

16.1%

17.2%

41.1%

43.6%

44.5%

45.2%

43.9%

47.7%

48.3%

52.1%

53.5%

55.4%

54.0%

27.8%

25.3%

23.7%

22.9%

21.7%

26.4%

27.1%

24.9%

22.7%

21.6%

21.7%

12.7%

11.6%

10.7%

10.6%

12.1%

10.2%

8.7%

6.4%

5.6%

5.4%

5.5% 1.6%

1.5%

1.9%

1.6%

2.8%

2.9%

0.1%

0.2%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ15

Ｈ16

Ｈ17

H18中期

H18通年

H19中期

H19通年

Ｈ20

Ｈ21

Ｈ22

Ｈ23

積極的だった まあ積極的だった あまり積極的でなかった 積極的でなかった 無回答

 「Ｃ．自分の取り組み姿勢（あなたは、この授業に対して積極的に取り組みましたか？）」では、「積極的だった」が17.2％、「まあ
積極的だった」が54.0％であり、合わせると71.2％が授業に積極的に取り組んだと答えていた。

 前項の「興味」と同様にＨ19より継続的に積極的な学生が増加していたが、今回は前回を0.3ポイントとわずかに下回っていた。
ただし、「積極的だった」だけを見ると前回を1.1ポイント上回っていた。

 「Ｄ．満足度（あなたはこの授業に満足していますか？）」では、「満足」が19.0％、「まあ満足」が57.4％であり、合わせると76.4％
が授業に満足していると答えていた。

 以前と比べると、満足しているという学生は前回よりも0.9ポイント増加し、Ｈ19から継続的に満足度は上がってきていた。そして、
不満を持っている学生は前回より0.7ポイント減少していた。

66.1％

60.5％

66.5％

63.5％

61.3％ 65.8％

66.4％ 66.4％

67.1％ 73.7％

69.9％ 75.3％

71.2％ 76.4％

71.5％ 75.5％

 

（出典 KTC 教育評価委員会資料） 
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資料３－２－①－５ 

新入生アンケート調査票 

 

（出典 KTC 教育評価委員会資料） 
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KTC教育評価委員会は各種アンケートによる定期的な自己評価の他に、教育改善提案箱と専用メー

ルアドレスを設置し、随時学生からの改善提案を受け付けている（資料３－２－①－６：教育改善提

案箱の提案実績・改善例）。 

 

資料３－２－①－６ 

教育改善提案箱の提案実績・改善例 

 

（出典 KTC 教育評価委員会資料） 
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全教員は「教育改善への取組と今年度の目標及びその成果」を校長に提出し、校長は各教員から提

出された報告書や各種アンケート結果を基に評価し、各教員に文書回答あるいは指導を行い、教育活

動の改善に努めている（資料３－２－①－７：教育改善への取組と今年度の目標及びその成果・文書

回答例）。 

KTC教育評価委員会の自己点検評価や、教員からの報告書などを基に、FD研修会を実施し教育改善

につなげている（資料３－２－①－８：FD研修会資料）。 

校長は、これらの取組により教育改善に関する情報を収集し、KTC教育評価委員会及び学務会議に

諮って必要な見直しを行っている（資料３－２－①－９：平成24年度の教育目標における改善提案総

括）。 
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資料３－２－①－７ 

教育改善への取組と今年度の目標及びその成果・文書回答例 
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（出典 学務会議資料） 
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資料３－２－①－８ 

FD 研修会資料 

 

（出典 FD 研修会資料） 
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資料３－２－①－９ 

平成 24 年度の教育目標における改善提案総括 

要求中。
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日本

 

（出典 学務会議資料） 

 

これらの活動結果から、平成18年度には国際交流主任と地域連携主任の配置、平成20年度には新任

教員とベテラン教員の同室配置、一般教科主任の配置、平成21年度には学生募集委員会、教員室の一

部統合、平成23年度には地域連携副主任の配置、平成24年度には副校長の配置、国際交流副主任の配

置を実施し、学校運営の円滑化を行った。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学校としての自己点検評価の仕組みを有し、KTC教育評価委員会のKTC総合アンケート、KTC授業ア

ンケート、新入生アンケート、教育改善提案箱による自己点検評価の実施、「教育改善への取組と今

年度の目標及びその成果」を用いた校長による教員の評価及び指導の実施、授業参観の実施により、

多面的な評価が行われている。これらの評価により学校運営の円滑化が図られており、教育改善の適

切な取組がなされているといえる。 

 

 

観点３－２－②： 教員の採用や昇格等に関する基準や規定が明確に定められ，適切に運用がなさ

れているか。 

（観点に係る状況） 

教員の任用については任用基準に基づき行っており、特に面接を通じて教育に対する熱意の確認、

建学綱領への同意、本校の目的に理解と協力を約束する人材の確保に努めている（資料３－２－②－

１：金沢工業高等専門学校教員任用基準、資料３－１－④－２：教員の採用状況）。平成17年度から

は若年教員については３年間の任期付教員として採用し、この期間における勤務実績を総合的に審査

し、本採用としている（資料３－２－②－２：学校法人金沢工業大学任期付教員規程）。 
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資料３－２－②－１ 

金沢工業高等専門学校教員任用基準 
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（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料３－２－②－２ 

学校法人金沢工業大学任期付教員規程 

 
（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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教員の昇任については昇任基準を定めている（資料３－２－②－３：金沢工業高等専門学校教員昇

任基準）。その上で校長が教員に求めている最も重要な評価基準は「教育に対する高い情熱の維持」

にあるため、教員の服務「金沢工業高等専門学校教員の服務について」を定め、総合的に判断してい

る（資料３－２－②－４：教員の昇格状況）。任用及び昇任については、いずれも校長が原案を作成

し学園人事委員会及び理事会の議を経て決定している。 

 

資料３－２－②－３ 

金沢工業高等専門学校教員昇任基準 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料３－２－②－４ 

教員の昇格状況 

年度 氏　名 昇格付 昇格時期 備　　考

平成18年度 佐伯　昭彦 教授 平成18年4月 在位10年、学位取得

大原　しのぶ 教授 平成21年4月 在任8年

Ｄ．ゲイロード 教授 平成21年4月 在任7年

南出　章幸 教授 平成21年4月 在任5年

古屋　栄彦 教授 平成21年4月 在任5年

伊藤　恒平 教授 平成21年4月 在任3年、本採用

松下　臣仁 准教授 平成21年4月 在任5年

宮野　純光 准教授 平成21年4月 在任4年

Ｂ．ゲイロード 准教授 平成21年4月 在任6年

坂倉　忠和 准教授 平成21年4月 在任6年

土地　邦生 教授 平成22年4月 在任5年、学位取得

松本　昇久 准教授 平成22年4月 在任3年、本採用

金井　　亮 准教授 平成22年4月 在任3年、本採用、博士

小坂　崇之 准教授 平成22年4月 在位3年、本採用、博士

原　　孝美 教授 平成23年4月 在任10年

元木　光雄 教授 平成23年4月 在位3年、本採用、博士

大崎　富雄 教授 平成23年4月 在任14年

木原　均 准教授 平成23年9月 在任3年、本採用、博士

ハヤト・オガワ 講師 平成23年9月 在籍3年、任期付、学士

Ｂ．オグントインボ 講師 平成24年3月 在籍3年、任期付、学士

山口　真史 講師 平成24年3月 在籍3年、本採用、学士

平成24年度 S．ロバート 講師 平成24年5月 在籍3年、任期付、学士

平成21年度

平成22年度

平成23年度

 

（出典 人事委員会資料） 

 

教員の任用は常勤を原則としているが、「Ⅱ 目的」を鑑みて、実技科目を中心に企業でのものづ

くり経験者などを非常勤講師として任用している。非常勤講師は、常勤教員の基準に準じており、校

長が面接を行い確認している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教員の任用と昇格については適切な基準を定め、規程に従いそれぞれ校長が原案を作成し学園人事

委員会及び理事会の議を経て決定しており、公正かつ適切に審査されているといえる。 
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観点３－３－①： 学校における教育活動を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育支援者

等が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

本校の教育活動を展開するに必要な事務的、技術的支援の体制は、高専事務局と学園が設置運営す

る法人本部、教育支援機構及び産学連携機構によって構築されており、各職員は本校及び金沢工業大

学の運営ならびに教育研究活動の支援を行っている（資料３－３－①－１：管理規則抜粋、資料３－

３－①－２：事務分掌規程抜粋）。 

 

資料３－３－①－１ 

管理規則抜粋 

 
（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料３－３－①－２ 

事務分掌規程抜粋 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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事務職員は高専事務局に６名、法人本部に52名を配置し、技術職員等として教育支援機構に技師33

名、大学生のSA10名、を配置し、教育活動を支援している。 

ライブラリーセンター（図書館）にサブジェクトライブラリアン（SL）を１名配置し、蔵書の企画

をはじめ、図書の探し方や学習の仕方など、学生の様々な相談に対応している（資料３－３－①－

３：ライブラリーセンター）。 

 

資料３－３－①－３ 

ライブラリーセンター 

 

（出典 学生便覧 2012 P.136） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の事務職員は高専事務局の６名と少人数であるが、学園の事務職員、技術職員、大学生のTA・

SAがおり、適切に配置されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 本校が教育実践目標として掲げる「英語教育のさらなる向上」に向けて、ネイティブ・スピーカー

教員の配置が進み、15名程度の少人数クラスの英語教育の実現に加え、近年は専門科目の指導につい

てもネイティブ・スピーカー教員による授業の充実に力を入れている。 

 教育活動の評価にKTC教育評価委員会が中心となって定期的な各種アンケートを行い、教育改善提

案箱と専用メールアドレスによる学生からの投稿内容や、教員自らが提出する「教育改善への取組と

今年度の目標及びその成果」などを基に、積極的な教育活動の改善に取組んでいる。 

加えて、教員の任用・昇任の評価において、平成19年と平成20年に任用・昇任基準に関する規則改

訂が行われ、多面的な業績評価の仕組みが整ったことで一層適正な評価が行われるようになった。 

 

（改善を要する点） 

非常勤講師に関して、公正に任用を行っているとの自負があるが、非常勤講師のための採用基準の

整備が必要と認識している。 

 夢考房の技術職員は、その技術レベルや経験、興味の幅が非常に広範な高専低学年生から大学生を

指導することが求められるが、特に高専低学年を対象に指導する人員配置が必要だと考えている。 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

 本校では、卒業時に身につけるべき学力や資質・能力の一つに国際性を挙げているため、英語科目

には英語圏出身のネイティブ・スピーカーで、英語を母国語としない人たち向けの英語教授法の修士

課程を修了した教員を採用することに努めており、１クラス 15 名程度の少人数教育を行っている。

平成 20 年度からは英語で工学を教えることにも注力し、各学科に２名、３学科合計６名を標準とし

て英語圏出身のネイティブ・スピーカー教員を配置して CLE2 プログラムの推進と、工学と英語の連

携を行っている。数学及び理科科目においては、工学を専門とする教員が担当することが好ましいと

判断し、それぞれに専門科目の教員を配置している。本校は現場技術者養成を目標としていることか

ら、教員の専門性の他に実務的な課題や研究に対するアプローチも必要と認識し、近年は 35 歳以下

の若手ものづくりの実業界経験者を教員バランスを考慮しながら配置している。また、教員の教育研

究の質を高めるために、博士号取得を推奨する環境づくりや派遣留学制度、創造技術教育研究所報告

書の発行など、様々な取組を行っている。 

 教育活動の見直しを行う仕組みとして、自己及び外部点検評価の結果を確認し、建学の精神に基づ

く教育活動の活性化と、なお一層の教育改革の推進に資することを目的とした KTC 教育評価委員会を

設置している。委員会が行う自己点検評価として、教職員と学生による KTC 総合アンケート、学生に

よる KTC 授業アンケート、新入生による新入生アンケートなどを実施している。また、定期的な各種

アンケートの他に、教育改善提案箱と専用メールアドレスを設け、随時学生からの改善提案を受け付

けている。これらに教員自らの「教育改善への取組と今年度の目標及びその成果」を加え、校長は教

員への指導などを行い、FD 研修会の実施や必要な教育活動の改善を組織的に行っている。 



金沢工業高等専門学校 基準３ 

- 144 - 

 教員の任用と昇格については適切な基準を定め、規程に従って校長が原案を作成して学園人事委員

会及び理事会の議を経て決定され、公正かつ適切に審査されている。本校の事務職員は６名と少人数

ながら、学園は本校と大学の運営を行っていることから、学園法人本部の事務職員、教育支援機構の

技術職員、大学生の TA・SA が配置されて運営されており、教育支援体制は充実していると考えてい

る。 

 

 

 


